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序
言

　

山
田
方
谷
（
一
八
〇
五
～
一
八
七
七
）
は
幕
末
維
新
期
の
儒
者
（
陽
明
学
者
）

で
あ
り
、
佐
藤
一
斎
に
師
事
し
た
。
備
中
松
山
藩
の
儒
官
で
あ
っ
た
が
、
四
五

歳
で
財
政
悪
化
に
苦
し
む
同
藩
の
元
締
兼
吟
味
役
に
抜
擢
さ
れ
て
財
務
の
全
権

を
託
さ
れ
、
藩
政
改
革
を
断
行
し
た
。
改
革
は
多
岐
に
わ
た
り
、
上
下
倹
約
の

徹
底
を
は
じ
め
、
信
用
の
な
か
っ
た
藩
札
の
刷
新
、
杉
・
漆
・
茶
な
ど
の
新
植
、

山
林
の
開
拓
、
鉄
山
や
銅
山
の
開
発
、
煙
草
・
柚
餅
子
・
檀
紙
・
備
中
鍬
等
の

地
域
特
産
品
の
生
産
な
ど
の
政
策
を
矢
継
ぎ
早
に
実
行
し
、
結
果
、
実
質
七
年

で
財
政
を
再
建
さ
せ
た

（
１
）

。
藩
主
の
板
倉
勝か

つ
き
よ静

が
老
中
に
抜
擢
さ
れ
る
と
、
そ
の

懐
刀
と
し
て
幕
末
の
政
局
に
隠
然
た
る
存
在
感
を
放
っ
た
。
王
政
復
古
の
号
令

が
下
る
と
備
中
松
山
藩
は
朝
敵
と
な
り
、
征
討
軍
が
差
し
向
け
ら
れ
た
が
、
藩

論
を
ま
と
め
て
無
血
開
城
へ
と
導
い
た

（
２
）

。

　

如
上
、
方
谷
は
人
生
の
後
半
を
第
一
線
の
経
世
家
と
し
て
過
ご
し
た
が
、
そ

の
思
想
内
容
を
閲
し
て
も
、
そ
こ
に
は
思
想
の
実
効
性
に
対
す
る
指
向
が
顕
著

に
見
出
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
経
世
済
民
の
「
功
業
」
を
立
て
る
の
に

有
用
な
も
の
と
し
て
の
儒
教
と
い
う
観
点
で
あ
る

（
３
）

。
そ
も
そ
も
、
方
谷
が
陽
明

学
徒
た
る
こ
と
を
選
ん
だ
の
も
、
そ
の
実
効
性
に
着
目
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
九
歳
の
時
に
『
伝
習
録
』
を
読
み
、
抜
き
書
き
を
作
成
し
た
際
の
序
文
に
「
明

に
し
て
知
な
る
者
之
を
資と

ら
ば
、
則
ち
性
を
見
る
こ
と
速
や
か
に
し
て
、
理
を

斷
つ
こ
と
果
、
之
を
事
業
に
錯お

き
て
其
の
効
を
視
る
者
往
往
に
し
て
之
有
り
」

（
『
山
田
方
谷
全
集

（
４
）

』「
漢
文
編
」
一
七
八
頁
）
と
あ
り
、
陽
明
学
の
長
所
を
「
事
業
」

に
適
用
し
た
と
き
の
有
効
性
で
あ
る
と
し
、
そ
う
し
た
点
を
こ
そ
学
ん
で
ゆ
こ

う
と
宣
言
し
て
い
る
。
そ
の
陽
明
学
観
を
と
り
わ
け
端
的
に
示
す
の
が
、
次
に

挙
げ
る
「
読
陽
明
集
」
詩
で
あ
る
。

　
　

畢
生
事
業
自
眞
儒
、
善
惡
何
須
爭
有
無
。

　

四
句
一
傳
成
妙
訣
、
枉
敎
後
學
費
工
夫
。
（
同
上
「
漢
詩
編
」
四
一
九
頁
）

（
王
陽
明
の
生
涯
の
事
績
を
見
る
に
、
こ
れ
こ
そ
「
眞
儒
」
で
あ
る
と
頷
け

る
。
四
句
教
〔
四
言
教
〕
に
つ
い
て
善
だ
の
悪
だ
の
、
有
だ
の
無
だ
の
と
精

細
に
論
ず
る
の
は
無
用
の
こ
と
〔
理
論
で
は
な
く
、
実
際
の
有
用
性
こ
そ
が

大
事
な
の
だ
か
ら
〕
。
四
句
教
は
門
人
世
代
に
な
る
と
道
に
至
る
秘
訣
と
し

て
珍
重
さ
れ
、
あ
た
ら
後
学
た
ち
に
無
駄
骨
を
折
ら
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
）
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こ
こ
で
王
陽
明
が
「
眞
儒
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
構
築
し
た
「
致
良
知
」

説
の
故
で
も
な
く
、
ま
し
て
や
後
学
を
し
て
甲
論
乙
駁
の
紛
糾
を
生
ぜ
し
め
た

「
四
句
教
」
の
故
で
も
な
い
、
そ
こ
に
目
を
見
張
る
「
事
業
」
が
あ
っ
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
陽
明
学
は
か
か
る
「
事
業
」
に
よ
る
裏
付
け
に
よ
っ
て
こ
そ

価
値
を
持
つ
の
で
あ
る

（
５
）

。
か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
視
点
は
、
陽
明

後
学
評
価
や
孔
孟
観
を
も
規
定
し
て
い
く
こ
と
と
な
る

（
６
）

。

　

で
は
、
方
谷
は
手
放
し
で
学
問
の
実
用
性
や
有
効
性
を
追
求
せ
よ
、
と
い
う

の
か
。
と
り
わ
け
、
効
果
や
実
利
の
追
求
を
先
決
に
し
て
し
ま
う
と
、
た
や
す

く
功
利
性
を
出
来
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
ら
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
実
は

方
谷
は
、
学
の
実
効
性
を
重
ん
じ
つ
つ
も
、
功
利
性
を
厳
し
く
排
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
そ
こ
で
唱
道
さ
れ
る
の
が
い
わ
ゆ
る
「
義
利
の
辨
」
や
王
道
・
覇
道

の
峻
別
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
『
孟
子
』
を
出
典
と
す
る
も
の
で
、
自
身

や
自
国
の
利
益
に
根
ざ
す
行
き
方
が
「
利
」
や
「
覇
道
」
で
あ
り
、
仁
義
道
徳

に
基
づ
く
あ
り
方
が
「
義
」
や
「
王
道
」
で
あ
っ
て
、
儒
学
者
と
し
て
後
者
を
選

ぶ
べ
し
と
す
る
も
の
で
あ
る

（
７
）

。
方
谷
は
「
論
理
財
（
下
）
」
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

夫
以
蕞
爾
之
滕
、
介
於
齊
楚
侵
伐
破
滅
之
患
日
迫
、
而
孟
子
敎
之
以
彊
爲

善
而
已
矣
。
侵
伐
破
滅
之
患
、
有
甚
於
饑
寒
死
亡
者
、
而
孟
子
所
敎
不
過
如

此
、
則
貧
土
弱
國
其
所
以
自
守
者
、
而
亦
無
餘
法
、
而
義
利
之
分
果
不
可
不

明
也
。
義
利
之
分
一
明
、
而
所
守
者
定
矣
、
日
月
不
足
爲
明
、
雷
霆
不
足
爲
威
、

山
嶽
不
足
爲
重
、
河
海
不
足
爲
大
、
貫
天
地
、
度
古
今
、
不
可
移
易
。
又
何

饑
寒
死
亡
之
足
患
、
而
區
區
財
用
之
足
言
哉
。
（
同
上
「
漢
文
編
」
一
九
七

～
一
九
八
頁
）

（
い
っ
た
い
、
小
国
の
滕
が
斉
・
楚
に
挟
ま
れ
、
侵
略
や
破
滅
の
憂
い
が
日

に
迫
っ
て
も
、
孟
子
は
「
勉
め
て
善
を
な
せ
」
と
し
か
教
え
な
か
っ
た
。
侵

略
や
破
滅
の
憂
い
は
飢
え
や
寒
さ
や
死
よ
り
も
大
き
い
も
の
が
あ
る
が
、
そ

れ
で
も
孟
子
は
こ
の
よ
う
に
し
か
教
え
な
か
っ
た
の
だ
。
し
て
み
る
と
、
貧

乏
な
弱
小
国
家
が
自
身
を
守
る
手
立
て
は
そ
れ
以
外
に
方
法
は
な
く
、
義
利

の
区
別
は
ど
う
し
て
も
明
ら
か
に
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

義
利
の
分
が
明
ら
か
に
な
り
、
堅
持
す
べ
き
義
が
確
立
す
れ
ば
、
日
月
も
明

る
い
と
す
る
に
足
り
ず
、
激
し
い
雷
鳴
も
威
と
す
る
に
足
り
ず
、
山
岳
も
重

い
と
す
る
に
足
り
ず
、
河
や
海
も
大
き
い
と
す
る
に
足
り
ず
、
天
地
を
貫
き
、

古
今
に
わ
た
っ
て
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
飢
え
や
寒
さ
や

死
が
憂
え
る
に
足
り
、
細
々
と
し
た
財
務
が
語
る
に
足
り
よ
う
か
。
）

　

こ
こ
で
方
谷
は
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
篇
の
話
頭
を
敷
衍
し
、
弱
小
国
家
の
と

る
べ
き
唯
一
の
方
途
は
「
義
利
の
分
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
す

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
窺
え
る
の
は
強
烈
な
道
義
性
の
主
張
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
方
谷
の
思
索
は
実
効
性
に
深
く
方
向
づ
け
ら
れ
な
が
ら
も
、
同
時
に
道
義

的
で
あ
る
こ
と
を
も
希
求
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
方
谷
に
お
い
て
思
想
の
実

効
性
は
い
か
に
し
て
功
利
性
に
陥
る
こ
と
な
く
道
義
性
を
全
う
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
の
か
。
こ
れ
が
本
稿
で
検
討
す
る
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　

第
一
節　

道
義
性

　

た
だ
、
右
に
挙
げ
た
「
論
理
財
」
な
る
論
文
は
、
三
〇
歳
か
ら
三
二
歳
に
か

け
、
江
戸
に
遊
学
し
て
い
た
際
の
作
で
あ
り
、
実
地
に
藩
政
に
携
わ
る
前
の
も

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
書
生
の
議
論
な
の
で
あ
る
が
、
以
後
、
改
革
の
第
一
線
に

立
っ
て
か
ら
も
道
義
性
の
信
念
は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
折
に
触
れ
て
吐
露
さ
れ
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て
い
る
。

　

次
に
挙
げ
る
詩
は
、
五
〇
歳
前
後
の
も
の
で
、
撫
育
方
（
撫
育
局
）
の
役
人

に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
撫
育
方
と
は
方
谷
が
一
連
の
改
革
の
な
か
で
新
設
し

た
部
局
で
、
収
納
米
以
外
の
藩
収
益
の
い
っ
さ
い
を
管
掌
し
、
備
中
松
山
藩
で

生
産
さ
れ
た
商
品
を
江
戸
表
へ
直
送
し
て
売
り
さ
ば
く
機
関
で
あ
る

（
８
）

。

　

百
工
勉
業
貨
財
通
、
撫
育
事
功
存
此
中
。

　

義
利
一
差
毫
釐
際
、
士
人
何
免
市
人
同
。
（
「
有
感
賦
示
撫
育
方
諸
吏
作
。

書
焉
以
應
江
戸
邸
産
物
方
谷
君
之
需
」
同
上
「
漢
詩
編
」
三
五
六
頁
）

（
諸
々
の
職
人
た
ち
を
生
業
に
務
め
さ
せ
、
モ
ノ
・
カ
ネ
の
行
き
交
う
松
山

―
江
戸
間
の
ル
ー
ト
を
支
障
な
く
疎
通
さ
せ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
撫
育
方
の
仕

事
だ
。
だ
が
、
義
と
利
を
わ
ず
か
に
取
り
違
え
、
あ
ま
つ
さ
え
武
士
の
分
際

で
金
儲
け
に
走
る
や
、
武
士
が
商
人
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
）

　

こ
こ
で
は
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
自
己
目
的
化
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
あ
く
ま

で
「
士
民
撫
育
」
と
い
う
「
義
」
が
忘
れ
去
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ

ら
れ
る
。
次
に
見
る
六
二
歳
の
詩
に
も
道
義
性
の
指
向
が
顕
著
で
あ
る
。

　

古
今
學
術
懸
霄
壤
、
王
覇
心
情
混
炭
氷
。

　

豈
識
聖
門
遺
範
在
、
獲
禽
不
願
若
丘
陵
。
（
「
次
川
田
督
学
歳
暮
詩
韻
」
詩

（
其
五
）
同
上
三
九
六
頁
）　

（
現
今
の
学
術
は
古
の
も
の
と
天
と
地
ほ
ど
の
違
い
が
あ
り
、
炭
と
氷
の
よ

う
に
相
容
れ
な
い
王
道
と
覇
道
と
を
心
中
に
混
同
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
儒

教
に
は
、
た
と
え
山
の
よ
う
な
獲
物
が
捕
れ
た
と
て
、
道
を
曲
げ
る
よ
う
な

こ
と
は
し
な
い
と
い
う
規
範
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
。
）

　

最
後
の
句
は
、
『
孟
子
』
滕
文
公
下
篇
に
お
い
て
、
孟
子
が
春
秋
時
代
の
硬

骨
の
御
者
・
王
良
の
故
事
を
挙
げ
、
御
者
で
あ
っ
て
も
道
を
枉
げ
て
人
に
阿
る

こ
と
を
恥
と
し
、
た
と
え
山
の
よ
う
な
獲
物
を
得
ら
れ
よ
う
と
も
不
正
な
御
し

方
を
し
な
か
っ
た
も
の
だ
と
述
べ
た
一
段
を
踏
ま
え
、
そ
う
し
た
「
遺
範
」
に

学
ぶ
こ
と
な
く
、
利
の
た
め
に
小
節
を
曲
げ
る
当
時
の
学
者
の
気
風
を
嘆
い
た

も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
道
義
性
の
強
調
は
晩
年
に
至
っ
て
も
看
取
さ
れ
る
。

　

學
崇
實
用
戒
紛
紜
、
財
利
兵
刑
要
專
勤
。

　

更
有
劈
頭
王
覇
別
、
昭
昭
拔
本
塞
源
文
。
（
「
似
谷
川
岡
本
二
子
（
谷
川
達

海
、
岡
本
巍
）
」
同
上
四
三
一
頁
）

（
学
問
は
実
用
性
が
大
事
で
散
漫
に
な
っ
て
は
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
財
務
・

軍
事
・
刑
法
を
専
修
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
そ
の
前
提
と
し
て
王
道
・
覇

道
の
別
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
王
陽
明
の
「
抜
本
塞
源
論
」
に
明
ら
か

で
あ
る
。
）

　

こ
の
詩
は
七
〇
歳
頃
、
閑
谷
学
校
に
て
教
導
し
た
門
人
の
谷
川
達
海
と
岡
本

天
岳
に
示
し
た
作
で
あ
る

（
９
）

。
「
拔
本
塞
源
文
」
は
周
知
の
通
り
『
伝
習
録
』
巻

中
「
顧
東
橋
に
答
ふ
る
書
」
末
尾
に
付
さ
れ
る
議
論
で
あ
り
、
三
代
以
降
、
覇

道
が
盛
ん
に
な
り
、「
功
利
の
毒
」
が
人
々
の
心
に
染
み
入
り
、
習
い
性
と
な
っ

た
な
か
に
あ
っ
て
、
「
聖
人
の
學
」
を
求
め
る
こ
と
の
困
難
さ
を
説
き
、
学
ぶ

者
に
奮
起
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
方
谷
が
該
文
に
言
及
す
る
の
は
、
門

人
に
対
し
、
初
学
の
段
階
で
王
霸
の
別
を
つ
け
て
お
か
ね
ば
、せ
っ
か
く
の
「
財

利
兵
刑
」
の
学
も
す
べ
て
が
利
の
た
め
に
す
る
ま
が
い
も
の

0

0

0

0

0

と
な
る
と
戒
め
る

趣
旨
か
ら
で
あ
る
。
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以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
方
谷
は
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
道
義
性
へ
の
指
向
が

弛
緩
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

）
10
（

。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
権
謀
術
数
の
書
で
あ
る

『
韓
非
子
』
は
次
の
よ
う
に
論
評
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

古
不
云
乎
。
穀
之
弗
熟
、
弗
若
荑
稗
。
至
道
之
弗
成
、
弗
及
曲
學
。
吾
讀

韓
公
子
所
著
之
書
、
嘆
其
學
成
且
熟
、
而
慨
奉
我
聖
人
之
道
者
之
弗
然
云
。

夫
刑
名
法
術
之
學
、
倡
于
商
、
和
于
申
、
至
韓
而
備
矣
。
商
也
壹
於
法
、
申

也
專
於
術
、
韓
則
兼
之
矣
。
…
…
是
以
其
言
獨
行
于
世
、
後
之
好
刑
名
者
、

皆
由
其
學
、
或
得
其
精
要
、
施
之
事
業
、
得
効
於
一
時
者
、
往
往
而
有
。
夫

禮
樂
刑
政
之
隆
、
典
章
文
物
之
精
、
經
綸
天
下
之
大
經
、
納
民
于
軌
則
者
、

聖
人
之
法
也
。
溥
博
淵
泉
之
德
、
存
神
過
化
之
妙
、
立
天
下
之
大
本
、
至
無

聲
無
臭
之
極
者
、
聖
人
之
術
也
。
唯
聖
人
神
其
術
、
明
其
法
、
是
以
體
用
相

該
、
道
器
一
貫
、
裁
成
輔
相
之
功
、
於
是
乎
成
、
萬
物
各
得
其
所
矣
。
此
聖

人
之
至
道
也
。
淺
見
末
學
、
不
能
該
貫
本
末
、
或
擧
體
而
遺
用
、
或
拘
于
器

而
不
通
于
道
、
各
局
于
一
偏
而
至
道
裂
矣
。
是
以
措
之
事
業
、
或
爲
空
疎
、

或
爲
拘
執
、
比
之
彼
曲
學
、
其
弗
及
也
遠
矣
。
是
其
弗
成
弗
熟
之
患
也
。
嗚

呼
、
世
之
學
者
讀
彼
書
亦
可
以
自
省
也
夫
。
（
「
読
韓
非
子
」
同
上
「
漢
文
編
」

二
七
三
頁
）　

（
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
「
五
穀
は
成
熟
し
な
け
れ
ば
い
ぬ

0

0

び
え

0

0

に
も
劣
る
」
と
。
そ
れ
と
同
じ
く
、
儒
学
の
道
〔
至
道
〕
は
成
熟
し
な

け
れ
ば
曲
学
に
す
ら
及
ば
な
い
。
わ
た
し
は
韓
の
公
子
の
著
書
『
韓
非
子
』

を
読
ん
で
そ
の
成
熟
し
た
学
問
構
成
に
驚
嘆
し
、
わ
が
聖
人
の
道
を
奉
じ
る

者
た
ち
が
そ
う
で
な
い
の
を
慨
嘆
し
た
。
刑
名
法
術
の
学
問
は
商
鞅
が
唱
え
、

申
不
害
が
応
じ
、
韓
非
子
に
い
た
っ
て
完
備
し
た
。
商
鞅
は
「
法
」
に
、
申

不
害
は
「
術
」
に
そ
れ
ぞ
れ
注
力
し
た
が
、
韓
非
子
は
そ
れ
を
兼
有
し
た
。

…
…
こ
の
た
め
、
そ
の
議
論
は
ひ
と
り
世
に
行
わ
れ
、
後
世
の
刑
名
を
好
む

者
は
皆
そ
の
学
に
の
っ
と
り
、
そ
の
精
髄
を
会
得
し
た
者
が
こ
れ
を
実
事
業

に
適
用
し
て
一
時
的
な
効
果
を
上
げ
た
も
の
が
時
々
あ
ら
わ
れ
た
。
い
っ
た

い
、
隆
盛
な
る
礼
楽
刑
政
や
精
密
な
る
典
章
文
物
、
天
下
の
大
い
な
る
人
倫

を
治
め
、
民
を
そ
の
規
範
の
な
か
に
取
り
込
む
と
い
っ
た
こ
と
は
、
聖
人
の

行
う
「
法
」
で
あ
る
。
あ
ま
ね
く
広
く
、
静
か
で
奥
深
き
徳
、
神
秘
な
る
も

の
を
う
ち
に
存
し
て
人
々
を
感
化
す
る
霊
妙
さ
、
天
下
の
大
本
で
あ
る
性
の

本
体
を
確
立
し
、
無
声
無
臭
の
窮
極
に
至
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
聖
人
の
行

う
「
術
」
で
あ
る
。
聖
人
が
そ
の
「
術
」
を
霊
妙
に
し
、
そ
の
「
法
」
を
明

確
に
す
る
か
ら
こ
そ
体
用
が
兼
ね
備
わ
り
、
道
器
が
一
貫
す
る
の
で
あ
り
、

天
下
を
経
営
し
、
天
地
の
働
き
を
助
け
る
仕
事
も
こ
こ
に
い
た
っ
て
成
就
し
、

万
物
そ
の
と
こ
ろ
を
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
聖
人
の
至
道
で
あ
る
。
学
識

浅
い
後
世
の
学
者
は
本
末
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
者
は
体
を

取
り
上
げ
て
用
を
忘
れ
、
あ
る
者
は
器
に
拘
泥
し
て
道
に
通
じ
ず
、
各
々
一

方
に
偏
っ
て
、
至
道
は
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
こ
れ
を
実
事
業
に

適
用
し
て
も
空
疎
と
な
り
、
小
さ
く
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
こ
れ
を
か

の
曲
学
〔
韓
非
子
の
学
問
〕
と
比
較
し
て
み
る
と
、
は
る
か
に
劣
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
成
熟
し
て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
あ
あ
、
世
の
学

ぶ
者
は
『
韓
非
子
』
を
読
む
こ
と
も
ま
た
自
身
を
反
省
す
る
よ
す
が
と
な
る

こ
と
で
あ
る
。
）

　

『
孟
子
』
告
子
上
篇
に
「
五
穀
は
種
の
美
な
る
者
な
り
。
苟
く
も
熟
せ
ず
と

爲
さ
ば
、
荑
稗
に
如
か
ず
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
様
、
聖
人
の
教
え
で
あ
っ

て
も
儒
学
は
「
成
熟
」
し
な
け
れ
ば
用
を
な
さ
ず
、
「
曲
學
」
に
も
及
ば
な
い
。

こ
こ
で
方
谷
は
韓
非
思
想
を
「
荑
稗
」「
曲
學
」
と
酷
評
す
る
が
、
そ
れ
な
り
に

日本儒教学会報 六
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整
然
と
し
た
体
系
を
有
し
て
お
り
、
往
々
に
し
て
一
時
的
な
効
果
を
上
げ
る
者

が
あ
る
と
認
め
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
儒
教
を
学
ぶ
者
は
未
熟
で
「
本
末
を
該
貫
」

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
「
一
偏
に
局
し
」
、
儒
教
の
教
え
を
実
事
業
に
適
用
し

て
も
韓
非
思
想
に
遙
か
に
及
ば
な
い
と
嘆
く
。
そ
こ
で
儒
学
を
学
ぶ
者
に
『
韓

非
子
』
を
読
ん
で
猛
省
し
、
五
穀
の
穂
が
熟
す
る
よ
う
に
学
問
を
「
成
熟
」
さ
せ
、

本
と
末
と
を
一
貫
さ
せ
、
体
と
用
と
を
兼
備
す
る
よ
う
求
め
る
の
で
あ
る

）
11
（

。

　
　
　
　

第
二
節　

『
大
学
』
―
―
学
問
の
見
取
り
図

　

そ
れ
で
は
、
功
利
性
に
陥
る
こ
と
な
く
、
か
と
い
っ
て
実
効
性
も
喪
失
せ
ず
、

『
韓
非
子
』
流
の
権
謀
術
数
に
劣
ら
ぬ
よ
う
に
「
至
道
」
を
「
成
熟
」
さ
せ
る
に
は
、

い
か
に
し
て
学
問
を
進
め
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
本
節
以
降
、
方
谷
の
『
大
学
』

解
釈
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問
題
を
検
討
し
て
い
く
。

　

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
大
学
』
は
北
宋
の
二
程
子
が
「
大
學
は
乃
ち
孔

氏
の
遺
書
な
り
。
此
れ
に
從
ひ
て
學
ぶ
を
須ま

ち
て
、
則
ち
差た

が

は
ざ
ら
ん
」
（
『
河

南
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
・
程
顥
語
）
、
「
入
德
の
門
は
、
大
學
に
如
く
は
無
し
。

今
の
學
ぶ
者
、
賴

さ
い
は

ひ
に
此
の
一
篇
の
書
の
存
す
る
有
り
。
其
の
他
は
論
孟
に
如

く
は
莫
し
」
（
同
上
・
程
頤
語
）
と
顕
彰
し
、
南
宋
の
朱
子
が
四
書
の
筆
頭
に

置
く
に
至
っ
て
、
経
書
と
し
て
の
権
威
が
確
立
し
た
。
朱
子
は
、

　

某
要
人
先
讀
大
學
、
以
定
其
規
模
、
次
讀
論
語
以
立
其
根
本
、
次
讀
孟
子

以
觀
其
發
越
、
次
讀
中
庸
以
求
古
人
之
微
妙
處
。
（
『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
）

（
わ
た
し
は
人
に
ま
ず
『
大
学
』を
読
ん
で
そ
の
枠
組
み
を
定
め
、
次
い
で
『
論

語
』
を
読
ん
で
そ
の
根
本
を
確
立
し
、
次
い
で
『
孟
子
』
を
読
ん
で
そ
の
活

潑
な
躍
動
を
看
取
し
、
次
い
で
『
中
庸
』
を
読
ん
で
古
人
の
奥
深
い
旨
を
探

求
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
）

　

と
述
べ
、
学
び
始
め
に
あ
た
っ
て
学
問
全
体
の
「
規
模
」
、
い
わ
ば
「
大
ま

か
な
見
取
り
図
」
を
把
握
す
る
た
め
に
『
大
学
』
を
読
む
必
要
が
あ
る
と
す

る
）
12
（

。
方
谷
が
同
一
の
思
考
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
次
に
挙
げ
る
事
実
か
ら
窺

え
る
。
「
山
田
方
谷
先
生
年
譜
」
（
以
下
「
年
譜
」
と
簡
称
）
明
治
四
年
（
六
七

歳
）
条
に
、

　

一
、
八
月
、
門
人
美
作
福
島
熊
一
郎
有
志
ト
謀
リ
、
鄕
校
ヲ
目
木
鄕
（
眞

庭
郡
、
久
世
ノ
西
十
丁
）
ニ
創
メ
明
親
館
（
先
生
命
名
）
ト
曰
フ
。
先
生
往

テ
其
開
校
ニ
臨
ミ
、
大
學
ヲ
講
ズ
。
平
素
大
津
寄
主
一
（
花
堂
ノ
弟
）
ヲ
薦

メ
テ
敎
督
ヲ
託
ス
。
（
翌
年
末
故
ア
リ
閉
校
）
（
『
全
集
』
一
二
〇
頁
）

　

と
あ
り
、
同
じ
く
明
治
六
年
（
六
九
歳
）
条
に
、

　

一
、
此
月
（
五
月

―
筆
者
注
）
、
美
作
ノ
人
直
原
又
十
郎
及
ビ
門
人
福

田
久
平
等
、
有
志
ト
謀
リ
、
鄕
學
知
本
館
（
館
名
先
生
ノ
撰
ブ
所
）
ヲ
其
鄕

大ダ

イ

ト戸
（
久
米
郡
吉
岡
村
）
ニ
設
ケ
、
先
生
ノ
來
遊
ヲ
請
フ
。
先
生
閑
谷
ノ
歸

途
之
ニ
赴
キ
、
大
學
ヲ
講
ズ
。
爾
後
閑
谷
往
復
ノ
途
次
來
遊
ヲ
約
シ
、
久
平

ニ
假
塾
頭
ヲ
囑
シ
テ
還
ル
。
（
同
上
一
二
六
頁
）

　

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
が
新
た
に
開
設
さ
れ
る
際
に
は
『
大
学
』
を
講
義

す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
朱
子
に
倣
い
、
開
学
に
あ
た
っ
て
学
生
に

ま
ず
学
問
の
「
規
模
」
を
定
め
さ
せ
る
と
い
う
意
図
か
ら
で
あ
ろ
う

）
13
（

。
方
谷
の

構
想
す
る
学
問
の
路
程
、
な
ら
び
に
そ
こ
で
議
論
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
実
効
性
と

山田方谷における実効性と道義性―『大学』解釈に即して
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道
義
性
の
問
題
を
窺
う
に
は
、
『
大
学
』
解
釈
に
就
く
の
が
定
石
と
考
え
る
所

以
で
あ
る
。

　

『
大
学
』
に
つ
い
て
は
、「
復
春
日
潛
菴
書
」
（
同
上
「
漢
文
編
」
一
八
五
頁
）
、

「
學
術
」
（
同
上
一
一
二
九
頁
、
一
一
三
一
頁
）
「
大
學
書
中
ノ
「
誠
意
」
ニ
就

テ
ノ
答
辨
」（
同
上
一
一
三
八
～
一
一
四
〇
頁
）な
ど
に
言
及
や
議
論
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
格
物
」
や
「
誠
意
」
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
散

発
的
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
参
考
に
止
め
、
本
稿
で
は
『
全
集
』
六
一
四

頁
～
六
六
八
頁
に
収
録
さ
れ
る
岡
本
天
岳
筆
記
『
古
本
大
学
講
義
』
を
用
い
る
。

当
該
講
義
が
『
大
学
』
の
全
面
的
な
講
義
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

）
14
（

。

　
　
　
　

第
三
節　

『
古
本
大
学
講
義
』
に
つ
い
て

　

本
節
か
ら
『
古
本
大
学
講
義
』
（
以
下
「
当
該
『
講
義
』
」
と
簡
称
）
を
俎
上

に
載
せ
、
方
谷
が
学
問
の
路
程
を
い
か
に
構
想
す
る
の
か
、
そ
の
分
析
を
通
じ

て
実
効
性
や
功
利
性
、
道
義
性
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
先
行
学

説
と
の
影
響
関
係
の
詮
索
は
最
低
限
に
止
め
、
ま
た
江
戸
期
の
『
大
学
』
解
釈

史
上
の
位
置
づ
け
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
も
後
考
に
俟
つ
こ
と
と
し
、
上
述

の
目
的
達
成
の
た
め
、
ひ
と
ま
ず
方
谷
自
身
が
本
書
を
大
筋
に
お
い
て
い
か
に

解
し
た
の
か
、
そ
の
再
構
成
に
注
力
し
た
い
。

　

講
釈
に
あ
た
っ
て
基
本
姿
勢
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
る
の
は
、
当
該
『
講
義
』

が
陽
明
学
、
朱
子
学
、
さ
ら
に
は
鄭
玄
の
古
注
す
ら
を
も
飛
び
越
え
て
直
接
「
古

意
」
に
遡
る
も
の
で
あ
り
、
「
草
木
の
根
其
儘
を
説
く
」
も
の
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。

　

大
凡
古
書
は
混
沌
と
し
て
、
草
木
の
根
に
於
け
る
、
花
の
蕾
に
於
け
る
如

き
も
の
な
れ
ば
、
全
體
を
引
總
べ
て
説
く
を
要
す
。
大
學
の
書
も
此
數
に
漏

れ
ず
。
然
る
に
後
人
は
兎
角
細
や
か
に
説
き
過
ぎ
る
傾
き
あ
り
。
既
に
鄭
玄

の
注
さ
へ
、
古
本
と
は
違
へ
る
所
あ
り
。
宋
に
至
り
て
は
理
學
大
に
開
け
、

大
學
の
讀
方
も
從
ふ
て
異
な
り
、
其
弊
少
か
ら
ず
。
明
に
至
り
て
、
陽
明
子

は
良
知
を
以
て
之
を
説
き
、
實
に
精
微
を
極
め
た
れ
ど
も
、
亦
古
意
に
違
ふ

所
な
き
に
非
ず
。
故
に
余
の
茲
に
講
ぜ
ん
と
す
る
は
、
文
理
文
勢
に
從
ひ
古

本
の
ま
ま
に
依
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。
（
当
該
『
講
義
』
六
二
五
頁
）

　

古
注
や
朱
子
学
の
み
な
ら
ず
、
王
陽
明
の
解
釈
ま
で
も
が
相
対
化
さ
れ
、「
古

意
に
違
ふ
所
な
き
に
非
ず
」と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
を
も
っ

て
「
古
意
」
と
す
る
の
か
、
そ
の
判
断
基
準
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
そ

こ
に
提
示
さ
れ
る
「
古
意
」
は
方
谷
自
身
の
考
え
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
得
な

い
。
裏
を
返
せ
ば
、
当
該
『
講
義
』
は
「
古
意
」
に
藉
口
す
る
こ
と
に
よ
り
、

諸
注
解
に
足
を
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
方
谷
が
い
わ
ば
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
、
時

に
は
朱
子
や
陽
明
の
見
解
を
摂
取
し
つ
つ
、
自
ら
の
解
釈
を
存
分
に
展
開
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

講
釈
の
テ
キ
ス
ト
は
そ
の
名
の
通
り
『
礼
記
正
義
』
所
収
の
い
わ
ゆ
る
『
古

本
大
学
』
で
あ
る
。
従
っ
て
、
朱
子
の
よ
う
に
経
文
を
大
胆
に
移
動
さ
せ
た
り
、

「
経
」
と
「
伝
」
を
分
け
た
り
、
分
章
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
作
者

に
つ
い
て
、
朱
子
は
「
経
」
を
曽
子
が
祖
述
し
た
孔
子
の
語
、
「
伝
」
を
曽
子

の
意
を
汲
ん
だ
弟
子
筋
の
作
と
す
る
が
、
方
谷
は
「
誰
の
著
述
な
る
や
明
か

〔

マ

マ

〕
ら

ざ
れ
ど
も
、
孔
門
者
流
の
著
に
は
相
違
な
か
ら
ん
」
（
同
上
六
二
五
頁
）
と
述

べ
る
に
止
め
、
不
明
と
す
る
。
ま
た
『
大
学
』
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
は
「
大

學
の
名
は
、
中
庸
な
ど
の
如
く
意
あ
る
に
非
ず
し
て
、
禮
記
を
編
む
と
き
、
初

に
大
學
の
字
あ
り
し
を
以
て
名
づ
け
た
る
な
り
。
…
…
漢
の
鄭
玄
は
泰
と
訓
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し
、
た
い
し
た
、
た
い
さ
う
な
學
問
と
讀
め
り
。
…
…
斯
く
衆
説
あ
れ
ど
も
、

先
づ
鄭
玄
を
尤
も
古
に
近
し
と
す
。
總
べ
て
古
書
の
名
は
、
後
人
が
種
々
工
夫

す
る
如
き
深
意
あ
る
も
の
に
非
ず
、
論
語
の
如
き
も
之
が
適
例
な
り
」
（
同
上

六
二
五
～
六
二
六
頁
）
と
い
い
、
朱
子
や
陽
明
の
い
う
よ
う
な
深
い
意
味
は
な

く
、
鄭
玄
の
い
う
「
た
い
し
た
、
た
い
そ
う
な
學
問
」
と
い
う
程
度
の
意
味
で

あ
る
と
い
う
。

　
　
　
　

第
四
節　

三
綱
領

　

以
下
、
当
該
『
講
義
』
に
示
さ
れ
る
解
釈
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。
行
論

の
便
宜
上
、『
大
学
』
本
文
の
冒
頭
部
分
を
方
谷
の
区
切
り
に
従
っ
て
列
挙
す
る
。

①
大
學
之
道
、
在
明
明
德
、

②
在
親
民
、

③
在
止
於
至
善
。

④
知
止
而
后
有
定
、
定
而
后
能
靜
、
靜
而
后
能
安
、
安
而
后
能
慮
、
慮
而
后

能
得
。

⑤
物
有
本
末
、
事
有
終
始
、
知
所
先
後
、
則
近
道
矣
。

⑥
古
之
欲
明
明
德
於
天
下
者
、
先
治
其
國
。
欲
治
其
國
者
、
先
齊
其
家
。
欲

齊
其
家
者
、
先
脩
其
身
。
欲
脩
其
身
者
、
先
正
其
心
。
欲
正
其
心
者
、
先

誠
其
意
。
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
、
致
知
在
格
物
。

⑦
物
格
而
后
知
至
、
知
至
而
后
意
誠
、
意
誠
而
后
心
正
、
心
正
而
后
身
脩
、

身
脩
而
后
家
齊
、
家
齊
而
后
國
治
、
國
治
而
后
天
下
平
。

⑧
自
天
子
以
至
於
庶
人
、
壹
是
皆
以
脩
身
爲
本
。
其
本
亂
而
末
治
者
否
矣
、

其
所
厚
者
薄
、
而
其
所
薄
者
厚
、
未
之
有
也
。
此
謂
知
本
、
此
謂
知
之
至
也
。

⑨
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
、
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。

故
君
子
必
愼
其
獨
也
。

　

ま
ず
『
大
学
』
の
三
綱
領
「
明
明
德
」
「
親
民
」
「
止
於
至
善
」
（
①
～
③
）

に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
明
明
德
」
は
、
「
德
は
得
な
り
、
我
物
に
な
り
て
自
由
自

在
に
使
ひ
得
ら
る
る
も
の
な
り
。
借
り
物
の
如
く
に
て
は
不
可
な
り
。
明
と
は
、

德
の
名
目
な
り
。
明
か
に
す
る
と
は
、
工
夫
な
り
。
人
は
此
明
德
を
明
か
に
す

る
が
肝
腎
な
り
。
さ
れ
ど
も
之
を
明
に
せ
ん
と
す
れ
ば
、
先
づ
身
を
修
む
べ
き

を
忘
る
可
ら
ず
」
（
同
上
六
二
六
頁
）
云
々
と
説
明
さ
れ
る
が
、
思
想
的
に
特

筆
す
べ
き
点
は
な
い
。
続
い
て
「
親
民
」
に
つ
い
て
、
「
親
の
字
、
諸
説
あ
れ

ど
も
、
新
の
字
の
違
ひ
か
、
但
し
は
音
通
な
ら
ん
。
古
書
に
通
用
せ
る
例
多
し
。

新
に
解
け
ば
、
後
の
湯
盤
康
誥
の
章
に
能
く
適
す
べ
し
。
然
る
を
陽
明
は
親
愛

の
親
に
作
り
、
萬
物
一
體
の
仁
と
見
れ
ど
も
、
後
の
文
に
至
り
て
合
は
ぬ
こ
と

が
出
て
來
る
故
に
新
と
説
く
を
可
と
す
」
（
同
上
六
二
七
頁
）
と
述
べ
、
程
子

や
朱
子
に
従
っ
て
「
親
」
は
「
新
」
と
し
、
「
民
を
新
た
に
す
」
と
読
む
。

　

「
止
於
至
善
」
に
つ
い
て
は
、
「
此
一
條
は
、
上
の
二
ヶ
條
と
並
べ
て
三
綱
領

と
す
れ
ど
も
、
實
は
二
綱
領
の
如
き
も
の
に
て
、
明
德
親
民
の
外
に
、
此
一
條

あ
る
に
非
ず
…
…
後
文
に
あ
る
人
君
な
ら
ば
仁
に
止
ま
り
、
人
子
な
ら
ば
孝
に

止
ま
り
、
人
臣
な
ら
ば
敬
に
止
ま
る
を
指
す
に
外
な
ら
ず
。
人
君
で
言
へ
ば
仁

を
以
て
直
ぐ
至
善
と
見
て
可
な
り
。
止
る
と
は
、
其
處
に
止
て
外
に
動
か
ぬ
な

り
」（
同
上
）と
講
じ
、
三
綱
領
と
は
「
實
は
二
綱
領
の
如
き
も
の
」で
あ
っ
て
、「
止

於
至
善
」
は
独
立
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
「
明
明
德
」
「
親
民
」
の
あ
り

方
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
は
朱

子
の
解
釈
を
そ
の
ま
ま
襲
っ
た
も
の
で
あ
る

）
15
（

。
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第
五
節　

「
格
物
」
「
致
知
」
と
六
条
目

　

つ
づ
い
て
、『
大
学
』
八
条
目
に
つ
い
て
で
あ
る
。
方
谷
は
「
格
物
」
「
致
知
」

を
別
格
と
し
て
除
外
し
、
「
誠
意
」
「
正
心
」
「
脩
身
」
「
齊
家
」
「
治
國
」
「
平
天

下
」
の
六
条
目
の
う
ち
、
「
誠
意
」
「
正
心
」
「
脩
身
」
を
「
明
明
德
」
に
、
「
齊

家
」
「
治
國
」
「
平
天
下
」
を
「
親
民
」
に
配
属
さ
せ
る

）
16
（

。
「
格
物
」
「
致
知
」
を

除
外
す
る
こ
と
以
外
は
、
朱
子
の
整
理
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る

）
17
（

。

　

さ
て
、「
格
物
」
「
致
知
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、「
格

物
」
「
致
知
」
の
伝
釈
を
ど
う
考
え
る
か
は
経
学
史
上
の
一
大
問
題
で
あ
り
、

陽
明
は
『
大
学
古
本
傍
釈
』
で
は
「
誠
意
」
の
伝
釈
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る

と
し

）
18
（

、
朱
子
は
脱
簡
あ
り
と
し
て
「
誠
意
章
」
の
前
に
「
格
物
補
伝
」
一
三
四

字
を
補
っ
た
。
方
谷
は
経
文
④
か
ら
⑧
を
「
格
物
致
知
」
の
伝
釈
と
す
る
が
、「
細

説
す
れ
ば
」
、
④
⑤
が
「
致
知
」
を
、
⑥
⑦
⑧
が
「
格
物
」
を
説
く
も
の
と
す
る
。

　

八
条
目
全
体
の
な
か
で
「
格
物
」
「
致
知
」
は
別
格
の
扱
い
を
受
け
て
お
り
、

他
の
六
条
目
全
体
に
関
わ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
方
谷
は
こ
の
二
語

に
い
か
な
る
意
味
を
読
み
込
む
の
か
。
「
格
物
」
か
ら
検
討
し
た
い
。
ま
ず
「
物
」

字
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
方
谷
は
⑤
の
講
釈
で
、

　

此
處
に
て
、
格
物
の
物
が
出
て
來
れ
り
。
…
…
物
と
は
、
天
下
國
家
身
心

意
の
六
者
即
物
な
り
。
（
同
上
六
二
八
頁
）

　

と
い
う
。
つ
ま
り
「
物
」
と
は
、
六
条
目
「
誠
意
」「
正
心
」「
脩
身
」「
齊
家
」

「
治
國
」
「
平
天
下
」
の
目
的
語
の
部
分
、
「
意
」
「
心
」
「
身
」
「
家
」
「
國
」
「
天

下
」
の
総
称
で
あ
る
と
い
う
。
で
は
「
格
」
の
方
は
い
か
な
る
意
味
か
。

　

元
來
格
字
に
は
種
々
の
説
あ
り
て
、
朱
子
は
い
た
る
と
解
し
、
王
子
は
た

だ
す
と
解
し
、
鄭
玄
は
鬼
神
來
格
の
意
を
以
て
、
き
た
す
と
説
け
ど
も
、
王

子
の
説
を
善
し
と
す
。
明
の
楊
誠
齋
は
、
格
子
の
格
と
見
て
、
格
子
が
一

本
々
々
順
に
は
ま
り
て
亂
れ
ざ
る
意
に
解
け
ど
も
、
た
だ
す
と
見
れ
ば
、
別

に
格
子
の
説
を
引
出
さ
ず
と
も
、
固
よ
り
順
の
く
る
は
ぬ
や
う
に
す
る
意
あ

り
。
斯
く
て
、
大
は
明
德
親
民
よ
り
、
小
は
六
條
目
の
前
後
次
第
を
亂
さ
ぬ

や
う
に
し
て
行
け
ば
、
是
れ
致
知
格
物
な
り
。
（
同
上
六
二
九
頁
）

　

…
…
さ
れ
ど
も
致
知
格
物
は
、
二
者
相
分
る
る
に
非
ず
し
て
、
物
と
は
天

下
國
家
身
心
意
の
六
者
を
云
ひ
、
格
と
は
其
先
後
順
序
を
正
し
く
す
る
こ
と

に
て
、
物
を
格
す
は
即
各
物
と
知
る
べ
し
。
（
同
上
六
三
〇
頁
）

　

右
の
二
つ
の
資
料
に
よ
る
と
、
方
谷
は
「
格
」
字
は
陽
明
に
従
っ
て
「
た
だ
す
」

と
訓
ず
る
べ
き
だ
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
含
意
は
陽
明
と
大
い
に
逕
庭
が
あ

る
。
陽
明
に
お
い
て
「
格
物
」
と
は
「
格
物
と
は
孟
子
の 

大
人
は
君
心
を
格た

だ

す
の
格
の
如
く
、
是
れ
其
の
心
の
不
正
を
去
り
て
以
て
其
の
本
體
の
正
を
全
う

す
る
な
り
。
但
だ
意
念
の
在
る
所
に
即
ち
其
の
不
正
を
去
り
て
以
て
其
の
正
を

全
う
す
る
を
要
す
」
（
『
伝
習
録
』
上
巻
・
第
七
条
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
心
の

不
正
」
を
「
格
す
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
他
方
、
方
谷
の
理
解
で
は
「
格
す
」
対

象
は
「
天
下
國
家
身
心
意
」
の
「
前
後
次
第
」「
先
後
順
序
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
格
物
」
と
い
う
の
は
、「
意
」
→
「
心
」
→
「
身
」
→
「
家
」
→
「
國
」
→
「
天

下
」
の
次
序
を
乱
す
こ
と
な
く
、
順
番
通
り
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
経
文
⑥
⑦
⑧
が
「
格
物
」
の
伝
釈
と
さ
れ
る
の
も
、
そ
れ
が
八
条
目
（
実

質
的
に
は
六
条
目
）
の
次
序
を
整
然
と
示
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
「
致
知
」
は
、
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知
と
は
物
（
「
天
下
國
家
身
心
意
」
―
―
筆
者
注
）
を
知
り
辨
へ
、
致
す
と

は
推
し
つ
め
推
し
つ
め
て
定
靜
安
慮
の
場
に
至
る
な
り
。
（
同
上
六
三
〇
頁
）

　

と
あ
り
、

　

格
物
と
云
ふ
は
此
本
末
を
見
分
け
、
本
か
ら
末
へ
ず
つ
と
能
く
行
き
貫
く

こ
と
な
り
。
而
て
之
を
能
く
知
り
拔
く
が
致
知
な
り
。
（
同
上
六
五
七
頁
）

　

と
あ
る
よ
う
に
、
「
意
」
か
ら
「
天
下
」
に
い
た
る
プ
ロ
セ
ス
そ
れ
ぞ
れ
を

徹
底
的
に
認
知
・
認
識
し
、
そ
の
「
先
後
す
る
所
を
知
る
」
こ
と
で
あ
る
。
た

だ
、
そ
の
認
知
を
徹
底
す
る
に
は
実
際
に
「
格
物
」
に
取
り
組
ま
ね
ば
そ
の
認

識
は
深
ま
っ
て
い
か
な
い
か
ら
、
実
際
に
は
「
致
知
」
は
「
格
物
」
と
同
時
進

行
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
「
格
物
」
の
伝
釈
に
「
知
を
致
す
は
物
を
格

す
に
あ
り
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

第
六
節　

「
誠
意
」

　

「
格
物
」
「
致
知
」
が
別
格
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
六
条
目
の
実

質
的
な
出
発
点
と
な
る
の
が
「
誠
意
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
方
谷
は
「
德
の

根
本
は
誠
意
に
し
て
、
國
天
下
を
治
む
る
大
功
業
も
、
皆
是
よ
り
出
づ
」
（
同

上
六
三
六
頁
）
、
「
誠
意
は
大
學
の
大
根
本
に
て
、
其
極
は
平
天
下
に
ま
で
至
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
上
六
三
九
頁
）
と
、
そ
の
「
根
本
」
と
し
て
の
重
要
性
を

繰
り
返
し
指
摘
す
る
。
ま
ず
、
「
誠
意
」
の
「
意
」
の
含
意
か
ら
確
認
し
た
い
。

方
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

意
と
は
性シ

ヨ
ウ
ネ念

に
し
て
、
人
は
形
を
結
ぶ
と
共
に
皆
性
念
を
持
て
り
、
其
性

念
は
物
に
觸
れ
事
に
應
ず
る
毎
に
、
必
知
覺
感
應
す
る
も
の
な
り
、
其
知
覺

感
應
の
念
を
起
す
處
が
即
意
な
り
。
（
同
上
六
一
五
頁
）

　

つ
ま
り
「
意
」
と
は
、
外
界
か
ら
の
刺
激
に
応
じ
て
そ
の
都
度
生
じ
る
「
知

覺
感
應
」
の
出
発
点
（
「
性
念
」
）
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
知
覺
感
應
」

あ
る
い
は
「
知
覺
運
動
」
は
、
方
谷
思
想
の
全
体
構
造
の
な
か
で
鍵
と
な
る
テ

ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
で
あ
る
。
方
谷
に
よ
る
と
、
人
や
動
物
を
含
め
た
万
物
は
気

の
凝
結
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
い
っ
た
ん
個
物
と
し
て
固
ま
る

と
、
必
然
的
に
そ
の
物
の
特
質
に
見
合
っ
た
自
然
な
「
働
キ
」
や
「
知
覺
感
應
」

が
起
こ
る
と
い
う
。
河
な
ら
ば
低
き
に
流
れ
、
鳥
な
ら
ば
空
を
飛
ぶ
と
い
っ
た

よ
う
に

）
19
（

。
人
に
も
無
論
、
人
と
し
て
の
「
形
」
（
肉
体
）
を
持
っ
て
生
ま
れ
た

以
上
、
人
と
し
て
の
「
知
覺
感
應
」
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
そ
の
物
本
来
の

持
ち
前
、
す
な
わ
ち
気
の
特
質
に
根
ざ
し
た
、
そ
の
意
味
で
純
粋
自
然
な
「
知

覺
感
應
」
に
素
直
に
従
い
、
己
が
身
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
方
谷
は
修
養
論

の
眼
目
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
い
け
ば
、
「
形
の
自
然
に
從
へ
ば
知
覺

運
動
の
働
き
は
直
に
道
な
り
」
（
同
上
『
中
庸
講
筵
録
』
六
九
五
頁
）
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
結
果
的
に
儒
教
的
な
規
範
と
も
合
致
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
「
直

養
）
20
（

」
）
。
「
意
を
誠
に
す
」
の
「
意
」
と
は
、
ま
さ
し
く
こ
う
し
た
自
然
の
感
応

の
出
だ
し
・
出
発
点
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
「
誠
に
す
」
と
い
う
の

は
、
か
か
る
「
意
」
の
初
動
を
ね
じ
曲
げ
る
こ
と
な
く
、
自
己
欺
瞞
す
る
こ
と

な
く
（
「
毋
自
欺
」
）
、
そ
れ
を
素
直
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
ば
誠
意
と
は
何
ぞ
と
云
は
ば
、
毋
自
欺
の
三
字
に
外
な
ら
ず
。
自
ら

山田方谷における実効性と道義性―『大学』解釈に即して
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と
は
我
身
か
ら
と
云
ふ
如
し
。
欺
く
と
は
だ
ま
す
な
り
。
自
か
ら
だ
ま
す
と

云
ふ
は
奇
妙
な
る
や
う
な
れ
ど
も
、
つ
ま
り
意
を
曲
げ
る
こ
と
に
て
、
喩
へ

ば
他
人
と
或
る
處
へ
行
か
ん
と
約
束
し
、
其
日
に
至
り
い
や
に
な
り
て
約
を

履
ま
ざ
れ
ば
、
是
れ
人
を
欺
く
な
り
。
又
此
事
は
斯
く
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
か
、

此
事
は
斯
樣
に
し
て
は
惡
い
と
か
、
自
然
に
感
應
し
來
る
を
、
曲
げ
て
其
儘

に
せ
ぬ
は
是
れ
我
躬
を
欺
く
な
り
。
（
当
該
『
講
義
』
六
三
二
頁
）

　

こ
う
し
た
「
誠
意
」
の
工
夫
は
、
「
大
虚
」
な
る
概
念
が
明
確
に
そ
の
背
景

に
控
え
て
い
る

）
21
（

。

　

大
虚
に
て
意
は
如
何
な
る
も
の
か
と
云
へ
ば
彼
の
日
月
星
辰
の
生
ず
る
始

め
が
意
な
り
。
人
間
に
て
云
へ
ば
、
物
に
觸
れ
感
應
せ
ぬ
前
が
大
虚
に
て
、

其
大
虚
に
感
應
の
物
が
生
じ
て
來
る
は
是
意
な
り
、
意
の
出
づ
る
處
是
を
自

然
と
云
ふ
、
即
造
物
者
の
物
を
造
る
始
め
な
り
。
例
せ
ば
鳥
の
飛
び
獸
の
走

り
草
木
と
花
を
開
く
皆
自
然
な
り
、
其
自
然
な
り
に
行
く
を
良
知
良
心
と
云

ふ
。
然
れ
ど
も
物
の
形
に
落
つ
る
と
是
非
病
を
生
ず
る
も
の
に
て
、
自
然
な

り
に
行
か
ぬ
こ
と
多
し
、
是
は
形
か
ら
病
を
生
ず
る
な
り
。
故
に
形
よ
り
來

る
病
を
取
り
の
く
れ
ば
、
本
の
大
虚
自
然
に
反
り
、
即
誠
意
な
り
、
（
同
上

六
一
五
～
六
一
六
頁
）

　

大
虚
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
物
の
遙
か
上
方
に
悠
然
と
し
て
超
越
す
る
形
而

上
的
存
在
で
あ
り

）
22
（

、
や
む
こ
と
な
く
運
行
し
て
万
物
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、

人
や
物
に
「
知
覺
感
應
」
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
人
は
「
形
軀
の
局
を

打
破
し
、
這
箇
の
心
氣
を
し
て
大
虚
中
に
放
在
せ
し
む
る

）
23
（

」
こ
と
に
よ
り
、
大

虚
か
ら
響
き
来
る
感
応
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
れ
を
自
己
の
「
知
覺
感
應
」
と
し

て
そ
の
ま
ま
に
顕
現
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
方
谷
に
よ
る
と
、
不
善
の
原
因
は

「
形
軀
」
に
出
る
私
意
や
私
欲
で
あ
る
が
、
大
虚
は
各
個
物
を
超
越
す
る
た
め
に
、

そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
感
応
は
そ
れ
ら
に
汚
染
さ
れ
て
お
ら
ず
純
粋
自
然
で

あ
り
、
結
果
的
に
道
徳
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る

）
24
（

。
つ
ま
り
、
方
谷
思
想
に

お
い
て
、
大
虚
は
「
知
覺
感
應
」
の
公
共
性
倫
理
性
や
道
義
性
を
保
証
す
る
役

割
を
果
た
す
の
で
あ
る

）
25
（

。

　

「
意
を
誠
に
す
」
の
「
意
」
は
、
大
虚
に
由
来
す
る
感
応
に
他
な
ら
ず
、
も

と
よ
り
道
義
性
を
担
保
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
誠
に
す
」
と
は
、「
意
」

に
何
ら
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
欺
く
こ
と
な
く
、
自
然
に
実
現
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
「
誠
は
即
ち
自
然
な
り
」
と
も
い
わ
れ
る

）
26
（

。
こ
の
よ

う
に
、
「
意
を
誠
に
す
」
は
大
虚
の
意
向
を
さ
な
が
ら
に
わ
が
身
に
顕
現
す
る

こ
と
な
の
で
あ
り
、
裏
返
す
と
「
本
の
大
虚
自
然
に
反
る
」
こ
と
で
あ
る

）
27
（

。
と

も
か
く
も
、
「
誠
意
」
の
工
夫
は
最
終
的
に
は
大
虚
に
よ
っ
て
そ
の
純
粋
性
や

道
義
性
を
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　

第
七
節　

「
誠
意
」
と
五
条
目

　

そ
れ
で
は
、「
誠
意
」
と
そ
れ
以
降
の
「
正
心
」「
脩
身
」「
齊
家
」「
治
國
」「
平

天
下
」
は
ど
う
リ
ン
ク
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
方
谷
は
次
の
よ
う

に
指
摘
す
る
。

　

誠
意
は
本
に
て
、
人
々
此
形
あ
れ
ば
、
意
あ
り
て
知
覺
運
動
あ
り
、
工
夫

は
一
つ
の
意
に
て
足
り
、
心
と
云
、
身
と
云
、
家
と
云
、
皆
意
中
に
含
ま
れ
、

大
學
一
部
悉
く
誠
意
の
外
に
出
で
ざ
る
を
以
て
、
文
例
他
に
異
な
る
な
り
。

（
同
上
六
四
二
頁
）

日本儒教学会報 六
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「
正
心
」「
脩
身
」「
齊
家
」「
治
國
」
は
す
べ
て
「
意
」
の
工
夫
で
あ
っ
て
、『
大

学
』
は
こ
と
ご
と
く
「
誠
意
」
の
二
字
を
出
な
い
、
と
い
う
の
だ
が

）
28
（

、
そ
の
意

味
は
、
こ
れ
ら
は
「
意
」
が
「
心
」
「
身
」
「
家
」
「
國
」
と
い
っ
た
各
々
の
場

に
い
か
に
関
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
「
誠
意
」
の
営
為

は
こ
れ
ら
の
条
目
を
貫
通
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
誠

意
」
は
一
つ
の
条
目
と
し
て
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
残
り
の
条
目
を
も
順
々

に
貫
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
「
治
國
平
天
下
」
の
伝
釈
か
ら
も
窺
え
る
。

　

凡
そ
大
學
の
極
意
即
根
本
を
云
へ
ば
誠
意
な
り
、
末
の
廣
が
り
た
る
處
を

言
へ
ば
平
天
下
な
り
、
故
に
此
章
は
上
の
誠
意
章
よ
り
能
く
貫
て
見
ざ
る
可

ら
ず
。
（
同
上
六
五
二
頁
）

　

「
誠
意
」
と
「
治
國
」
と
は
、
個
別
の
条
目
と
し
て
は
「
正
心
」
「
脩
身
」
「
齊

家
」
の
三
つ
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
が
、
「
誠
意
」
は
そ
れ
ら
三
つ
を
貫

通
し
、
「
治
國
平
天
下
」
に
達
す
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
か
ら
、
「
上
の
誠
意

章
よ
り
能
く
貫
て
見
ざ
る
可
ら
ず
」と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、「
誠
意
」

の
伝
釈
部
分
に
「
詩
に
云
ふ
、
於あ

あ戲 

前
王
忘
ら
れ
ず
」
云
々
と
、
「
治
國
平
天

下
」
に
関
わ
る
話
柄
が
見
え
る
が
、

　

此
處
は
誠
意
を
説
く
を
主
と
す
れ
ば
、
治
國
平
天
下
の
義
は
不
用
の
如
く

な
れ
ど
も
、
誠
意
は
大
學
の
大
根
本
に
て
、
其
極
は
平
天
下
に
ま
で
至
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
故
、
此
に
説
き
及
び
た
る
な
り
。
（
同
上
六
三
九
頁
）

　

と
い
う
よ
う
に
、
「
誠
意
」
は
「
平
天
下
」
に
ま
で
貫
か
れ
る
の
で
あ
る
か

ら
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
要
す
る
に
、
六
条
目
は
「
意
」
を
「
心
」
へ
、
「
身
」

へ
、「
家
」
へ
、「
國
」
へ
、「
天
下
」
へ
と
順
を
追
っ
て
貫
通
さ
せ
、
拡
大
・「
成

熟
」
さ
せ
て
い
く
過
程
な
の
で
あ
る

）
29
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
に
「
格
物
」
は
六
条
目
の
順
序
を
乱
さ
な
い
こ
と
、

「
致
知
」
は
そ
の
順
序
を
徹
底
し
て
認
知
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
「
誠
意
」
と

ど
う
関
わ
る
の
か
。
結
論
的
に
い
う
と
、「
格
物
」
は
「
意
」
を
、「
意
」
→
「
心
」

→
「
身
」
→
「
家
」
→
「
國
」
→
「
天
下
」
の
順
番
通
り
に
「
誠
」
に
し
て
ゆ

き
、
拡
大
・
生
長
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
「
致
知
」
は
そ
う
し
た
全
体
の

過
程
と
個
々
の
プ
ロ
セ
ス
と
を
深
く
認
知
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
順
序
を
飛

ば
し
た
り
、
乱
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
順
序
を
飛
ば
す
こ
と
は
「
權
謀
術

數
」
で
あ
り
「
覇
道
」
で
あ
る

）
30
（

。

　

然
る
に
此
順
序
に
反
し
て
、
直
ぐ
に
國
天
下
を
治
め
ん
と
す
る
は
、
權
謀

術
數
に
て
、
覇
術
の
道
な
り
。
（
同
上
六
三
一
頁
）

　

例
え
ば
、
「
齊
家
」
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
の
に
い
き
な
り
「
治
國
」
「
平
天

下
」
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
そ
こ
に
貫
か

れ
て
き
た
道
義
性
を
伴
う
「
意
」
は
息
を
絶
た
れ
、
「
權
謀
術
數
」
の
「
覇
道
」

―
す
な
わ
ち
功
利
性
に
堕
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る

）
31
（

。

　

自
然
の
誠
意
よ
り
出
で
て
財
を
積
み
國
を
富
ま
せ
ば
王
道
な
り
。
權
謀

術
數
を
以
て
國
を
富
ま
せ
ば
覇
術
な
り
。
王
覇
の
別
此
に
在
り
。
（
同
上

六
六
三
頁
）

山田方谷における実効性と道義性―『大学』解釈に即して
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こ
の
よ
う
に
、
「
意
」
の
「
知
覺
感
應
」
を
「
格
物
致
知
」
に
よ
っ
て
一
つ

一
つ
順
番
に
「
誠
」
に
し
、
発
展
・
拡
大
さ
せ
る
の
が
「
王
道
」
す
な
わ
ち

「
義
」
で
あ
り
、
そ
の
「
始
終
本
末
を
失
へ
ば
、
乃
權
謀
術
數
に
陷
」
り
（
同

上
六
三
四
頁
）
、
そ
れ
が
「
覇
道
」
す
な
わ
ち
「
利
」
な
の
で
あ
る
。
道
義
性

と
功
利
性
と
の
境
界
は
ま
さ
し
く
こ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
方
谷
は
こ
う
釘
を
刺
す
の
を
忘
れ
な
い
。

　
　

此
大
學
は
、
治
國
平
天
下
を
大
主
意
と
し
、
誠
意
を
其
根
本
と
せ
る
も
の

な
れ
ば
、
誠
意
に
傾
き
て
治
國
平
天
下
を
疏
に
す
る
こ
と
あ
る
可
ら
ず
。
此

主
意
を
領
せ
ざ
れ
ば
、
大
學
一
書
遂
に
説
き
去
る
能
は
ざ
る
べ
し
（
同
上

六
三
四
頁
）

　

そ
も
そ
も
方
谷
は
『
大
学
』
を
「
一
部
の
經
濟
書
」
（
同
上
六
六
八
頁
）
と

見
る
の
で
あ
り
、
こ
の
経
書
に
は
経
世
済
民
を
実
現
す
る
実
効
性
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
功
利
性
に
巻
き
込
ま
れ
て
は
な
ら
ず
、
必

ず
道
義
性
を
伴
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
六
条
目
の
順
序
を
守

り
、
五
穀
が
穂
を
「
成
熟
」
さ
せ
る
よ
う
に
、「
誠
意
」
を
「
治
國
」
「
平
天
下
」

に
ま
で
生
長
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
32
（

。
序
言
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
方
谷
は
王

陽
明
を
「
眞
儒
」
と
賞
賛
し
た
が
、こ
の
語
は
「
誠
意
」
を
「
治
國
」「
平
天
下
」

の
「
功
業
」
に
ま
で
拡
大
・「
成
熟
」
さ
せ
た
、
道
義
性
と
実
効
性
の
兼
ね
備
わ
っ

た
学
者
を
い
う
の
に
相
違
な
い
。
そ
の
出
発
点
で
あ
る
「
誠
意
」
の
背
後
に
あ
っ

て
「
意
」
の
道
義
性
を
支
え
る
の
が
大
虚
で
あ
る
。

　

た
だ
、
実
際
の
方
谷
は
、
「
同
氏
（
＝
方
谷
の
こ
と

―
筆
者
注
）
經
濟
有

用
之
學
に
志
厚
く
、
當
今
軍
制
之
事
、
國
家
財
用
之
事
は
、
誠
に
急
務
な
れ
ば

と
て
、
殊
之
外
工
夫
を
盡
し
、
持
論
も
有
之
」
（
『
全
集
』
藤
森
弘
庵
・
大
久
保

要
「
松
山
侯
改
革
聞
書
」
二
三
八
四
頁
）
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
財
用
等
の
実

務
に
情
熱
を
傾
け
、
藩
の
帳
簿
を
開
い
て
詳
細
な
議
論
を
展
開
す
る
よ
う
な
人

物
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
自
分
自
身
を
自
嘲
的
に
詠
じ
た
詩
が
残
っ
て
い
る
。

　

一
心
高
住
太
虚
中
、
大
道
豁
然
萬
理
通
。

　

卑
卑
論
財
何
道
理
、
應
將
卅
棒
與
乃
公
。
（
同
上
「
漢
詩
編
」
「
忽
下
一
喝
」

四
〇
一
～
四
〇
二
頁
）

（
心
が
大
虚
の
う
ち
に
止
ま
れ
ば
、
自
ず
か
ら
大
道
が
開
け
て
万
理
が
通
じ

て
い
く
。
そ
れ
な
の
に
せ
っ
せ
と
財
務
を
論
じ
る
の
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う

わ
け
だ
。
こ
ん
な
吾
が
輩
は
三
十
棒
を
も
っ
て
打
ち
据
え
ら
れ
る
べ
き
だ
。
）

　

大
虚
か
ら
の
感
応

―
す
な
わ
ち
「
意
」

―
に
委
ね
て
い
き
さ
え
す
れ
ば
、

そ
こ
に
自
ず
と
筋
道
が
通
っ
て
ゆ
く
の
に
、
や
や
も
す
る
と
「
財
を
論
ず
る
」

こ
と
そ
の
も
の
に
熱
中
し
、
「
權
謀
術
數
」
に
片
足
を
入
れ
て
し
ま
う
と
恥
じ

入
る
の
で
あ
る
。
藩
政
の
責
を
負
う
身
で
あ
り
な
が
ら
そ
こ
に
道
義
性
を
貫
く
、

こ
れ
は
実
際
に
は
相
当
に
微
妙
で
困
難
な
心
的
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　
　
　
　

結
語

本
稿
で
設
定
し
た
課
題
は
、
方
谷
に
お
い
て
、
思
想
の
実
効
性
と
道
義
性
へ

の
指
向
は
、
い
か
に
し
て
矛
盾
な
く
成
り
立
つ
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
実
効
性

は
い
か
に
し
て
功
利
性
に
陥
る
こ
と
な
く
、
道
義
性
を
全
う
さ
れ
る
の
か
と
い

う
問
題
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
見
解
は
以
上
の
論
述
に
尽
き
て
い
る
が
、
改
め
て

簡
潔
に
ま
と
め
る
。
実
効
性
は
「
治
國
」
「
平
天
下
」
の
「
功
業
」
と
し
て
発

日本儒教学会報 六
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露
さ
れ
る
が
、
そ
の
道
義
性
は
、
大
虚
に
由
来
す
る
感
応
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
意
」

を
六
条
目
の
順
番
に
沿
っ
て
展
開
・
生
長
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
担
保
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
道
義
性
と
実
効
性
の
問
題
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
論
じ
ら
れ

る
「
義
利
観
」
の
議
論
と
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
松
川
健
二
氏
は
宋
・
明
・

清
、な
ら
び
に
江
戸
・
明
治
の
一
八
人
の
儒
学
者
の
義
利
観
を
「
義
利
峻
別
」「
義

先
利
後
」
「
利
重
視
」
の
三
つ
に
類
型
化
し
、
方
谷
に
つ
い
て
は
「
義
先
利
後
」

型
に
分
類
す
る

）
33
（

。
「
義
先
利
後
」
と
は
、
「
義
」
を
先
決
と
し
な
が
ら
、
結
果
と

し
て
の
「
利
」
は
こ
れ
を
排
除
し
な
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
分
類

さ
れ
る
理
由
は
、
方
谷
が
「
義
利
の
辨
」
を
強
調
し
つ
つ
も
、「
論
理
財
（
下
）
」

に
「
然
り
と
雖
も
又
た
利
は
義
の
和
な
り
と
言
は
ず
や
。
未
だ
綱
紀
整
ひ
政
令

明
ら
か
に
し
て
饑
寒
死
亡
を
免
れ
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
」
（
同
上
「
漢
文
編
」

一
九
八
頁
）
等
、
「
義
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
利
」
に
も
言
及
す
る
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
、
方
谷
が
い
か
な
る
思
想
的
・
経
学
的
要
因
に
よ
っ
て
、
か

よ
う
な
義
利
観
を
懐
く
に
至
っ
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
い

う
「
利
」
と
は
、
自
己
の
利
益
の
た
め
に
す
る
功
利
性
の
意
で
は
な
く
、
国
家

の
安
定
を
指
す
が
、
当
該
『
講
義
』
の
立
場
よ
り
見
れ
ば
、
こ
の
意
味
の
「
利
」

は
、
「
誠
意
」
が
六
条
目
の
順
番
を
厳
守
し
、
道
義
性
（
「
義
」
）
を
キ
ー
プ
し

た
ま
ま
拡
大
・
「
成
熟
」
し
て
い
っ
た
、
そ
の
果
て
に
も
た
ら
さ
れ
る
「
功
業
」

で
あ
る
。
「
義
先
利
後
」
の
義
利
観
は
こ
う
し
た
思
想
的
・
経
学
的
構
造
よ
り

生
み
出
さ
れ
る
思
想
効
果
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
方

谷
の
『
大
学
』
解
釈
を
繙
く
こ
と
を
通
じ
て
、
よ
り
全
面
的
に
理
解
し
整
理
で

き
る
。

　

　注

（
１
）　

方
谷
の
藩
政
改
革
を
扱
う
研
究
は
複
数
あ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
朝
森

要
『
増
訂 

備
中
松
山
藩
の
研
究
』
（
日
本
文
教
出
版
、
一
九
八
二
）
を
挙
げ
得
る
。

ま
た
、
藩
札
整
理
に
つ
い
て
論
じ
た
最
新
の
成
果
と
し
て
小
柳
智
裕
「
備
中
松
山

藩
の
藩
札
整
理
と
山
田
方
谷
」
（
『
山
田
方
谷
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
vol.
２
、
吉
備
人
出
版
、

二
〇
一
四
）
が
あ
る
。

（
２
）　

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
朝
森
要
「
幕
末
・
維
新
期
の
政
局
と
山
田
方
谷
」

（
『
山
田
方
谷
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
』
vol.
７
、
吉
備
人
出
版
、
二
〇
一
九
）
が
詳
し
い
。

（
３
）　

方
谷
に
お
け
る
実
効
性
の
視
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
山
田
方
谷
の
陽
明
後
学

批
判
」
（
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
六
九
号
、
二
〇
一
九
）
を
参
照
。

（
４
）　

山
田
準
編
『
山
田
方
谷
全
集
』（
聖
文
社
、
一
九
五
一
；
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
六

〔
復
刻
〕
。
以
下
『
全
集
』
と
略
称
）
。

（
５
）　

松
川
健
二
氏
は
『
山
田
方
谷
か
ら
三
島
中
洲
へ
』
（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）

六
四
頁
に
て
「
読
陽
明
集
」
詩
に
次
の
よ
う
な
口
語
訳
を
あ
て
る
。
「
陽
明
一
生
涯

の
事
蹟
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
人
こ
そ
真
の
儒
者
と
称
す
べ
き
で
、
／
最
後
に

打
出
さ
れ
た
無
善
無
悪
心
之
体
の
教
え
に
は
一
点
の
疑
い
も
容
れ
る
余
地
が
な
い
。

／
他
の
三
句
と
共
に
こ
の
教
え
は
秘
訣
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
／
言

葉
に
表
し
た
ば
か
り
に
後
学
を
し
て
い
ら
ざ
る
詮
索
を
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の

だ
」
。
承
句
「
善
惡
何
須
爭
有
無
」
の
理
解
が
拙
訳
と
異
な
る
が
、
松
川
氏
の
よ
う

に
解
釈
し
た
と
し
て
も
、「
陽
明
一
生
涯
の
事
蹟
」
に
基
づ
い
て
陽
明
が
「
真
の
儒
者
」

と
称
さ
れ
、「
無
善
無
悪
心
之
体
の
教
え
に
は
一
点
の
疑
い
も
容
れ
る
余
地
が
な
い
」

と
い
う
文
意
と
な
り
、
該
詩
が
実
際
の
「
事
業
」
を
陽
明
思
想
の
価
値
の
裏
付
け

と
す
る
点
は
動
か
な
い
。

（
６
）　

注
（
３
）
前
掲
拙
稿
を
参
照
。

（
７
）　

小
幡
敏
行
「
「
義
利
之
辨
」
の
典
拠
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
横
浜
市
立
大
学
論
叢
』

第
五
〇
巻
、
人
文
科
学
系
列
、
第
二
・
三
合
併
号
、
一
九
九
九
）
は
、
中
国
思
想
史

上
の
「
義
利
之
辨
」
の
各
議
論
に
つ
き
丹
念
に
分
析
さ
れ
て
お
り
、
啓
発
を
受
け
た
。

山田方谷における実効性と道義性―『大学』解釈に即して
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（
８
）　

朝
森
要
氏
注
（
１
）
前
掲
書
六
三
～
六
六
頁
を
参
照
。

（
９
）　

谷
川
達
海
に
つ
い
て
は
石
田
寛
「
岡
山
地
方
に
お
け
る
明
治
前
期
産
業
企
業
家

―
谷
川
達
海
翁
評
伝 

(

６)

―
」（
『
福
山
大
学
経
済
学
論
集
』
第
一
〇
巻
（
１
・

２
）
、
一
九
八
六
）
、
河
田
章
「
門
人
谷
川
達
海
と
岡
山
紡
績
会
社
―
『
孔
門
学
流

極
致
之
標
的
及
初
学
入
手
之
端
的
釈
義
』
の
紹
介
を
中
心
に
―
」
（
『
山
田
方
谷
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
』
vol.
３
、
二
〇
一
五
）
、
岡
本
天
岳
に
つ
い
て
は
山
田
済
斎
「
岡
本
巍
君

略
伝
」
（
『
陽
明
学
』
陽
明
学
会
、
第
一
四
九
号
、
一
九
二
一
）
、
吉
田
公
平
「
岡

本
巍
の
『
気
運
論
』
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所
、

五
〇
、
二
〇
一
三
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。
ま
た
、
方
谷
と
天
岳
と
の
間
の
思
想
的
継

承
関
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
三
島
中
洲
と
岡
本
天
岳

―
山
田
方
谷
思
想
の
継
承

を
め
ぐ
っ
て

―
」
（
『
朱
子
学
と
そ
の
展
開

―
土
田
健
次
郎
教
授
退
職
記
念
論

集

―
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
）
を
参
照
。

（
10
）　

方
谷
の
「
義
利
の
辨
」
に
つ
い
て
初
め
て
本
格
的
に
論
じ
た
の
は
松
川
健
二
氏

で
あ
り
、
本
稿
も
松
川
氏
に
多
く
を
負
う
。
松
川
氏
注
（
５
）
前
掲
書
に
「
方
谷

は
最
晩
年
、
閑
谷
黌
に
て
熊
沢
蕃
山
の
「
集
義
和
書
」
を
「
類
抄
」
し
、
評
語
を

添
え
る
作
業
に
従
っ
た
が
、
そ
の
一
則
に
も
…
（
引
用
資
料
中
略
）
…
と
あ
る
。

方
谷
の
主
眼
は
常
に
王
覇
の
峻
別
に
こ
そ
在
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
」
（
五
一
～

五
二
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
。

（
11
）　

濱
久
雄
氏
は
『
山
田
方
谷
の
文

―
方
谷
遺
文
訳
解
』
（
明
徳
出
版
社
、

一
九
九
九
）
二
一
～
二
二
頁
・
三
五
〇
～
三
五
五
頁
に
て
「
読
韓
非
子
」
に
訳
解

を
施
し
、
そ
の
構
造
を
詳
し
く
分
析
す
る
。
た
だ
、
二
二
頁
で
方
谷
が
『
韓
非
子
』

を
「
再
評
価
」
し
た
と
す
る
が
、
該
文
で
は
韓
非
思
想
を
「
荑
稗
」
「
曲
學
」
と
表

現
し
て
お
り
、
そ
う
と
ま
で
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に
方
谷
は
韓

非
思
想
を
「
本
末
該
貫
」
「
成
り
且
つ
熟
す
」
と
し
、
一
時
的
な
実
効
性
を
有
す
る

と
認
め
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
れ
が
「
獨
り
世
に
行
は
れ
」
る
こ
と
を
恐
れ
、
儒

学
を
学
ぶ
も
の
に
警
戒
と
猛
省
を
促
す
の
で
あ
る
。

（
12
）　

朱
子
の
『
大
学
』
観
に
つ
い
て
は
山
下
龍
二
『
大
学
・
中
庸
』
（
集
英
社
、

一
九
七
四
）
「
解
説
」
、
佐
野
公
治
『
四
書
学
史
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
八
八
）

一
五
七
～
一
六
六
頁
を
参
照
。

（
13
）　

た
だ
し
明
親
館
の
ケ
ー
ス
は
、「
詣
作
州
久
世
郷
校
明
新

〔
マ
マ
〕館

、
留
三
日
、
賦
以
言
懐
」

詩
（
『
全
集
』
「
漢
詩
編
」
四
一
八
頁
）
に
「
怪
し
む
休な

か

れ 

需
め
に
應
じ
て
大
學
を

繙
く
に
、
特
に
明
德
に
於
い
て
慇
懃
を
致
す
を
」
と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
明
親
館

側
か
ら
『
大
学
』
講
義
の
要
請
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
14
）　

方
谷
『
大
学
』
解
釈
の
全
体
を
窺
え
る
資
料
が
も
う
一
本
現
存
す
る
。
岡
山
県

高
梁
市
の
山
田
文
庫
所
蔵
の
抄
本
『
古
本
大
学
聴
記
／
中
庸
聴
記
』（
明
治
八
年
序
）

で
あ
る
。
当
該
資
料
は
序
文
に
よ
る
と
、
明
治
六
年
、
方
谷
が
閑
谷
精
舎
に
お
い

て
講
義
し
た
も
の
を
河
内
子
廉
が
記
録
し
、
そ
れ
を
津
川
道
益
が
写
し
、
さ
ら
に

震
宇
生
が
写
し
た
も
の
と
い
う
（
こ
の
三
名
に
つ
い
て
は
未
詳
）
。
天
岳
筆
録
本
と

同
じ
く
晩
年
の
講
義
録
で
あ
り
、
解
釈
の
大
筋
も
ほ
ぼ
一
致
し
、
閑
谷
学
校
再
興

の
際
に
な
さ
れ
た
同
一
講
義
の
別
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

ま
た
、
現
存
未
確
認
の
資
料
と
し
て
、
門
人
の
三
島
中
洲
に
よ
る
『
古
本
大
学
』

講
義
の
筆
記
（
以
下
「
当
該
資
料
」
）
が
あ
る
。
当
該
資
料
に
つ
い
て
は
中
洲
「
答

山
田
士
表
（
方
谷
義
孫
の
山
田
済
斎
の
こ
と
―
筆
者
注
）
書
」
（
『
三
島
中
洲
研
究 

二
松
學
舍
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
vol.
１
（
二
〇
〇
六
）
所
収
の
渡
邊

賢
氏
の
「
釈
文
」
に
よ
る
。
）
の
、
済
斎
の
質
問
文
の
引
用
部
分
に
「
祖
考
方
谷
翁

中
年
〔
四
十
三
歳
〕
遊
作
之
津
山
、
講
古
本
大
學
。
先
生
（
中
洲
―
筆
者
注
）
筆

録
大
意
。
頃
者
準
（
済
斎
―
筆
者
注
）
得
寓
目
」
と
あ
る
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
方
谷
四
三
歳
時
、
津
山
に
お
い
て
実
施
し
た
『
古
本
大
学
』
の

講
義
を
中
洲
が
筆
記
し
た
も
の
が
存
在
す
る
。
方
谷
「
年
譜
」
弘
化
四
年
（
四
三

歳
）
条
（
『
全
集
』
二
八
～
二
九
頁
）
に
「
四
月
、
先
生
銃
砲
ノ
利
及
軍
制
改
革
ノ

要
ヲ
感
ジ
、
躬
自
ラ
之
ヲ
修
メ
ン
ト
欲
シ
、
請
ウ
テ
津
山
藩
ニ
遊
ブ
。
…
…
三
島

毅
（
中
洲
―
筆
者
注
）
從
行
ス
、
本
源
寺
別
廬
ニ
寓
シ
、
晝
ハ
直
人
ニ
就
テ
臼
砲

忽
微
砲
及
銃
陣
ノ
大
要
ヲ
傳
習
シ
、
夜
ハ
有
志
者
ノ
爲
ニ
古
本
大
學
ヲ
講
ズ
」
と

あ
り
、
こ
の
年
に
津
山
藩
で
『
古
本
大
学
』
が
講
じ
ら
れ
、
中
洲
も
そ
こ
に
同
行
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し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
当
該
資
料
は
こ
の
講
義
を
中
洲
が
記
録
し
た

も
の
に
相
違
な
い
。
現
存
す
れ
ば
、
方
谷
壮
年
期
の
経
書
解
釈
の
有
り
様
が
窺
え

る
貴
重
な
資
料
と
な
る
が
、
目
下
、
所
在
不
明
で
あ
る
。
た
だ
幸
い
に
し
て
前
掲

「
答
山
田
士
表
書
」
に
わ
ず
か
に
引
用
の
あ
る
こ
と
と
、
中
洲
の
三
男
・
三
島
復ま

た

の

『
哲
人 

山
田
方
谷
』
（
文
華
堂
書
店
、
一
九
一
〇
）
七
九
～
八
一
頁
に
三
点
の
引

用
と
図
解
入
り
の
解
説
が
あ
り
、
輪
郭
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
三
島
復
が

引
用
す
る
「
大
學
講
義
」
が
当
該
資
料
で
あ
る
と
筆
者
が
判
断
す
る
根
拠
は
、
同

書
一
五
九
頁
で
「
古
本
大
学
講
義
」
に
つ
い
て
「
弘
化
四
年
津
山
藩
に
往
き
て
砲

術
を
傳
習
し
た
る
際
、
毎
夜
講
じ
た
る
者
の
筆
記
な
り
、
上
梓
せ
ず
」
と
解
題
す

る
か
ら
で
あ
る
。
三
島
復
に
と
り
「
古
本
大
学
講
義
」
は
父
の
手
に
な
る
講
義
筆

記
、
す
な
わ
ち
当
該
資
料
を
指
す
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
扱
う
天
岳
筆
録
『
古

本
大
学
講
義
』
は
同
じ
く
天
岳
録
『
中
庸
講
筵
録
』
と
併
せ
て
『
学
庸
講
筵
筆
記
』

と
呼
称
さ
れ
、
区
別
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

『
大
学
章
句
』
経
一
章
・
朱
熹
注
に
「
止
者
、
必
至
於
是
而
不
遷
之
意
。
至
善
、

則
事
理
當
然
之
極
也
。
言
明
明
德
新
民
、
皆
當
至
於
至
善
之
地
而
不
遷
」
と
あ
る
。

（
16
）　

「
是
よ
り
後
の
脩
身
正
心
、
誠
意
は
明
德
に
當
り
、
齊
家
治
國
平
天
下
は
親
民
に

當
る
」
（
当
該
『
講
義
』
六
二
七
頁
）
。

（
17
）　

『
大
学
章
句
』
経
一
章
・
朱
熹
注
に
「
脩
身
以
上
、
明
明
德
之
事
也
。
齊
家
以
下
、

新
民
之
事
也
」
と
あ
る
。

（
18
）　

水
野
実
「
『
大
学
古
本
傍
釈
』
の
特
質

―
解
釈
の
方
法
と
そ
の
実
相
」
（
『
中

国
古
典
研
究
』
第
四
〇
号
、
一
九
九
五
）
を
参
照
。
こ
れ
に
つ
い
て
方
谷
は
「
誠

意
」
の
伝
釈
部
分
の
講
釈
で
「
王
子
は
致
知
格
物
を
以
て
此
處
の
誠
意
中
に
含
め

る
も
の
と
な
せ
ど
も
、
恐
ら
く
は
古
本
の
意
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
」
（
当
該
『
講
義
』

六
三
二
頁
）
と
い
う
。

（
19
）　

「
夫
レ
天
地
間
ハ
一
大
元
氣
ナ
ル
ノ
ミ
、
何
モ
他
物
ア
ラ
ン
ヤ
。
…
…
萬
物
ハ
皆

コ
ノ
氣
ノ
凝
結
ス
ル
ナ
リ
。
其
萬
物
ヲ
分
ク
レ
バ
禽
獸
草
木
山
川
河
海
ト
ナ
ル
モ

皆
氣
ナ
リ
。
夫
々
形
ニ
從
テ
働
キ
ガ
ア
ル
、
人
間
ト
イ
ウ
モ
ソ
ノ
中
ノ
モ
ノ
ナ
リ
」

（
『
全
集
』
『
孟
子
養
気
章
講
義
』
七
六
八
頁
）
。
方
谷
の
生
成
論
と
知
覚
運
動
の
理

論
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
山
田
方
谷
に
お
け
る
「
養
気
の
学
」
に
つ
い
て
」
（
『
三
島
中

洲
研
究　

二
松
學
舍
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
№
２
、
二
〇
〇
五
）
を
参

照
。
ま
た
、
吉
田
公
平
「
山
田
方
谷
の
「
気
は
理
を
生
ず
る
」
の
説
に
つ
い
て
」（
『
集
刊

東
洋
学
』
一
〇
〇
、
二
〇
〇
八
；
の
ち
、
同
氏
『
日
本
近
世
の
心
学
思
想
』
研
文
出
版
、

二
〇
一
三
、
に
収
録
）
を
参
照
。

（
20
）　

「
其
生
ノ
マ
マ
自
然
ノ
運
動
通
リ
ニ
行
ケ
バ
、
コ
レ
ガ
直
ナ
リ
。
直
ナ
レ
バ
自
然

ニ
條
理
ニ
當
ル
ナ
リ
、
コ
レ
ガ
所
謂
直
養
ナ
リ
」
（
『
全
集
』
『
孟
子
養
気
章
講
義
』

七
六
八
～
七
六
九
頁
）
。

（
21
）　

「
大
虚
」
は
、
資
料
に
よ
っ
て
「
太
虚
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
方
谷
文

献
内
で
も
揺
れ
が
あ
る
が
、
『
方
谷
山
田
先
生
遺
墨
集
』
（
芳
賀
直
次
郎
、
皇
国
宣

揚
協
会
、
一
九
二
八
）
所
載
の
書
幅
に
よ
る
と
方
谷
自
身
は
「
大
虚
」
と
表
記
し

て
い
る
の
で
、
論
述
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ
に
従
っ
た
。

（
22
）　

「
示
諸
生
三
首
」
詩
（
其
三
）
に
「
吾
氣
浩
然
同
大
虚
、
何
曾
半
點
落
形
軀
。
纔

持
私
見
分
彼
我
、
究
竟
鍜
成
小
丈
夫
」
（
『
全
集
』
「
漢
詩
編
」
四
二
二
頁
）
と
あ
り
、

大
虚
の
超
越
性
が
端
的
に
窺
え
る
。

（
23
）　

「
似
関
士
烈
」
、
注
（
21
）
前
掲
書
所
収
書
幅
。

（
24
）　

「
若
し
も
眞
の
大
虚
よ
り
發
す
れ
ば
、
大
公
至
正
、
時
に
應
じ
處
に
感
じ
て
自
然
の

法
則
が
出
で
來
り
て
、
眞
の
格
物
誠
意
が
で
き
る
な
り
」（
当
該
『
講
義
』
六
二
二
頁
）
。

（
25
）　

大
虚
に
つ
い
て
は
つ
と
に
三
島
復
注
（
14
）
前
掲
書
六
五
～
七
〇
頁
に
論
じ
ら
れ

る
。
「
學
説
」
の
筆
頭
に
置
か
れ
、
そ
の
属
性
が
解
説
さ
れ
る
が
、
思
想
構
造
全
体

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
筆
が
及
ん
で
い
な
い
。
宮
城
公
子
氏
は
「
山
田
方
谷
の

世
界
」
（
『
幕
末
期
の
思
想
と
習
俗
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
）
で
大
虚
を
方
谷

思
想
の
形
而
上
的
基
礎
づ
け
と
し
、
拙
稿
「
山
田
方
谷
晩
年
期
の
「
養
気
の
学
」

と
陽
明
学
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
六
輯
・
第
１
分
冊
、

二
〇
一
一
）
は
、
そ
れ
が
「
知
覺
運
動
」
の
公
共
性
倫
理
性
（
す
な
わ
ち
道
義
性
）

を
保
証
す
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
。

山田方谷における実効性と道義性―『大学』解釈に即して
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（
26
）　

「
さ
れ
ど
も
此
誠
は
無
念
無
想
中
よ
り
起
る
も
の
な
れ
ば
、
工
夫
を
用
ひ
て
は
眞

の
誠
に
非
ず
。
今
一
層
推
し
つ
め
て
見
れ
ば
、
誠
は
即
ち
自
然
な
り
、
自
然
に
發

す
る
は
即
意
な
り
。
故
に
人
は
自
然
の
儘
に
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
な
の
に
、
動

も
す
れ
ば
う
そ
が
出
る
」
（
当
該
『
講
義
』
六
三
三
頁
）
。

（
27
）　

方
谷
は
大
虚
を
思
想
基
盤
と
す
る
が
、
大
塩
中
斎
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
「
年

譜
」
二
九
歳
条
に
『
洗
心
洞
箚
記
』
を
奥
田
楽
山
に
贈
っ
た
と
い
う
記
述
（
『
全
集
』

一
八
頁
）
を
除
い
て
、
い
っ
さ
い
な
い
。
ま
た
中
斎
に
と
っ
て
「
歸
太
虚
」
は
為

学
の
到
達
目
標
で
あ
り
、
致
良
知
や
慎
独
は
そ
の
手
段
で
あ
る
が
、
方
谷
に
と
り

大
虚
は
む
し
ろ
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
相
違
が
あ
る
。
「
歸
太
虚
」
に
つ

い
て
は
、
相
良
亨
「
『
言
志
四
録
』
と
『
洗
心
洞
箚
記
』
」（
『
佐
藤
一
斎 

大
塩
中
斎
』(

日

本
思
想
体
系
四
六)

岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
）
、
豊
澤
一
「
大
塩
中
斎
の
「
帰
太
虚
」

を
め
ぐ
っ
て
」（
『
近
世
日
本
思
想
の
基
本
型
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
一
）
を
参
照
。

（
28
）　

こ
こ
で
「
天
下
」（
「
平
天
下
」
）
が
挙
げ
ら
れ
な
い
理
由
は
不
明
だ
が
、「
平
天
下
」

は
八
条
目
の
最
終
的
な
「
效
驗
」
（
当
該
『
講
義
』
六
三
一
頁
）
だ
か
ら
、
「
工
夫
」

と
し
て
挙
げ
る
の
に
適
当
で
な
い
と
考
え
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

（
29
）　

「
誠
意
」
を
全
条
目
に
関
わ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ら
の
「
要
」
と
し
た
の
は
王
陽

明
で
あ
る
。
水
野
実
「
王
守
仁
の
「
誠
意
」
宣
揚
の
基
盤
」
（
『
東
洋
の
思
想
と
宗

教
』
第
一
四
号
、
一
九
九
七
）
は
こ
の
こ
と
を
詳
論
す
る
。
ま
た
、
大
場
一
央
『
心

即
理

―
王
陽
明
前
期
思
想
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
）
九
三
～
一
三
七

頁
を
参
照
。

（
30
）　

「
權
謀
術
數
」
の
語
は
、
朱
熹
『
大
学
章
句
』
序
に
「
自
是
以
來
、
俗
儒
記
誦
詞

章
之
習
、
其
功
倍
於
小
學
而
無
用
、
異
端
虚
無
寂
滅
之
敎
、
其
高
過
於
大
學
而
無
實
。

其
他
權
謀
術
數
、
一
切
以
就
功
名
之
説
、
與
夫
百
家
衆
技
之
流
、
所
以
惑
世
誣
民
、

充
塞
仁
義
者
、
又
紛
然
雜
出
乎
其
間
」
と
あ
る
の
に
出
る
。

（
31
）　

「
權
謀
術
數
の
如
き
は
、
父
子
親
族
の
間
に
は
か
ま
わ
ず
直
に
飛
び
越
え
て
國
天

下
を
治
め
ん
と
す
る
者
に
て
、
是
れ
僞
な
り
。
即
名
を
求
め
利
を
求
め
ん
と
す
る

慾
心
よ
り
起
り
て
、
皆
拵
へ
事
な
り
。
大
學
は
誠
意
が
本
に
し
て
、
何
事
も
誠
意

の
本
よ
り
出
で
ざ
る
可
ら
ず
」
（
当
該
『
講
義
』
六
四
八
頁
）
。

（
32
）　

「
そ
こ
で
大
學
の
筋
道
は
、
誠
意
よ
り
治
國
平
天
下
の
上
に
至
る
が
肝
要
な
り
。

工
夫
は
誠
意
に
し
て
、
功
業
の
あ
ら
は
る
る
處
は
治
國
平
天
下
な
り
。
此
處
を
能

く
々
々
玩
味
す
べ
し
」
（
当
該
『
講
義
』
六
六
八
頁
）
。

（
33
）　

松
川
健
二
氏
注
（
５
）
前
掲
書
二
二
一
～
二
四
八
頁
。

※
本
稿
は
令
和
元
年
六
月
一
六
日
、
京
都
教
育
大
学
に
て
開
催
さ
れ
た
第
三
十
五
回
全

国
漢
文
教
育
学
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
山
田
方
谷
の
『
大
学
』
解
釈
」
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
、
論
旨
は
会
場
に
て
配
布
し
た
Ａ
３
サ
イ
ズ
４
枚
の
資
料
の
と
お
り
で

あ
る
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
際
の
議
論
を
踏
ま
え
て
修
改
を
加
え
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
、
大
会
当
日
に
ご
指
摘
・
ご
教
示
を
賜
っ
た
先
生
方
に
感
謝
し
た
い
。
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